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厚生労働省電子的医療情報
標準的連携推進事業

SS-MIX

浜松医科大学医療情報部

木村通男

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

静岡県版電子カルテシステム
経緯

aH16/1 土居理事から打診

a病院情報システム（医事系、オーダ系）は各病院で購
入するが、その先の各部品ソフトウエアは無償配布

aペーパーレス電子カルテは必須とせず、紹介状の電
子化、患者への情報提供、定型文書作成支援、臨床
情報データベースを主眼とする

a２年にわたり、８回の検討委員会、４回の説明会、６
回の個別相談会.
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静岡県版電子カルテシステム
経緯（続）

a２年で５億円（県H16補正予算）

a受注者決定（H17/1）
`富士通、NEC、SBS情報システム、NTTデータ、ソフトウエアサービスの5

社コンソーシアム

a２モデル病院がH17/1に実運用開始
`部分導入可（但し電子紹介状は必須）

`各社病院情報システムは各種オーダ内容、各種結果をHL7 v2.5（＝
ISO規格、JAHIS標準）で出すことができれば、他社の病院情報システ
ムでも接続可能

`標準ストレージを持つ病院は２０を越える.

静岡県版電子カルテシステム 概念図

各社HIS

データ取込

データ取込

データ取込

HL7形式

ソケット通信

データ受信

データ取込

(B)紹介状管理システム

県版電子カルテ拡張システム範囲県版電子カルテ基盤システム範囲 利用権提供範囲外（有償）

ゲートウェイ
ＤＢ

既存CR,CT,MRI等
/PACS）

（DICOMデータ)

(C)画像情報提供システム

データ取込

（Ａ）ＨＩＳ情報ゲートウェイ

(F)臨床研究ＤＢ
システム

データ配信

病診連携

患者情報提供

疾病対策

治験災害時バックアップ

標準化

標準化

標
準
化

自動

(D)診療記録管理システム

(Ｇ)定型文書作成支援システム

(Ｅ)看護情報支援システム

標
準
化

標
準
化

HL7v2.5
w/JLAC, HOT, 標準病名

CDA R2+HL7, DICOM

CDA R2+J-MIX

DICOM

HL7v2.5 w/JLAC, 
HOT, 標準病名



3

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

（Ｂ）紹介状管理システム／診療情報提供システム

紹介状作成機能、及び画面例
紹介状作成画面は、下記のように構成され、それぞれ情報の登録が可能とす
る。

②患者基本情報 ③紹介元情報

⑥病名入力

⑦主要薬剤

⑧紹介状記入欄

④紹介先情報

①患者情報

⑤処方履歴

各社ｵｰﾀﾞﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ画面イメ－ジ

⑨添付資料一覧

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

aHL7 CDA R2の紹
介状文書

`HL7 v2の検査結
果、処方

`DICOM画像

aMERIT-9形式を
CDA準拠にしたも
の
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（Ｄ）診療記録管理システム
診療記録の記載 画面例

登録したプロブレムがリストで表示されます。プロブレムを選択することにより、ＰＯＳに基づいた各Ｓ・Ｏ・Ａ・Ｐを入力
します。 ＳＯＡＰの記述には、以下２通りの入力方法があります。

☆ テンプレートを展開することで、入力の簡便化、記述内容の統一、入力データの活用（統計等）、が行え
ます。

☆ フリーテキスト入力による、定型では補えない表現の入力が行えます。

テンプレート形
式

ＸＭＬエディタ
テキスト形式

シェーマ・スタンプによ
る簡便な入力機能

プロブレムの選択
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（Ｅ）看護情報支援システム
看護情報支援システム基本 画面例

経過表

9経過表の作成が可能です（体温、血圧、脈拍、安静度、
看護度etc）
9情報の経時的変化を明らかにして、週・１日・時間のタ
イムスケジュールにて表示ができます

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

（Ｆ）臨床研究ＤＢシステム

患者基本情報表示機能 画面例

患者詳細情報 検査結果グラフ

検索条件設定
サマリー表示
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テスト 患者001

静岡県静岡市登呂3-1-1

テスト病名 コード001

ここには情報ゲートウェイを介して取得できない情報をワープロ入力します。

1999/01/01

2004/10/10

（Ｇ）定型文書作成支援システム
定型文書作成 画面例

テスト 患者001

静岡県静岡市登呂3-1-1

テスト病名 コード001

ここには情報ゲートウェイを介して取得できない情報をワープロ入力します。

1999/01/01

2004/10/10

申請書ビューワ

作成したデータはビューワ機能を
用いて出力イメージを確認できます。

（Ａ）情報ゲートウェイを介して取得した情報を自動表示
※導入オーダ種に応じて取得できる情報は変化します。

例では患者基本・病名オーダより取得しています。

(Ａ)情報ゲートウェイを介して取得できない情報

はワープロ入力、若しくは選択式入力
(ラジオボタン・ドロップダウンメニューなど）

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine
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「厚生労働省電子的情報交換推進事業」
（SS-MX：Standardized Structured 
Medical Information eXchange）

a無償提供されるもの

`標準ストレージソフト

⌧患者基本、処方、注射、検査結果、病名登録

`CD作成ソフト

⌧電子紹介状、患者への情報提供

`アーカイブビューア
⌧紹介状や画像CD連携部で受け取り、院内ネットで医

師が見える

a有償のもの

`ハードウエア、インストール・接続作業

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine
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病診連携部で受け取り、消毒、
外来ではブラウザで参照
(SS-MIX アーカイブビューアとして無料提供）

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

SS-MIX概念図
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Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine
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浜松医大で受取・作成したCD
持込CD数 取り込み可能 紹介状CD 患者CD

08/05 34 25
08/06 74 50
08/07 76 64
08/08 68 56
08/09 76 54

08/10 89 65 3
08/11 101 76 32 1
08/12 97 75 24 1
09/01 74 62 38
09/02 94 80 46 1

～６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計
診療所・医院 2 3 4 2 5 1 17
病院 2 10 9 14 15 15 14 79
紹介以外 0 0 0 5 4 5 0 14
計 2 12 12 23 21 25 15 110

附：袋井市民病院での
CD発行数

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

診療情報提供料（I）

a７．保険医療機関が患者の退院に際して、添付の
必要を認め、患者の同意を得て、別の保険医療機
関等に対して、退院後の治療計画、検査結果、画
像診断に係る画像情報その他必要な情報を添付し
て紹介を行なった場合は、所定点数に200点を加算
する。
`「注７」掲げる退院患者の紹介に当たっては、心電図、脳

波、画像診断の所見等診療上必要な検査結果、画像情
報等及び退院後の治療計画等を添付すること。添付した
写し又はその内容を診療録に貼付又は記載すること。
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SS-MIXコンソーシアムから入手
http://www.hci-bc.com/ss-mix/

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

SS-MIX標準ストレージを利用した

各種アプリケーション
a患者基本、処方、注射、検体検査結果、病名登録はHL7 v2.5で

持っているので、これを利用して
`PHR
`各種文書作成支援システム

⌧市販後副作用、保険会社への診断書、感染症報告、県への特定疾患関係

`臨床データ検索

`部門システムとの連携

`HIS入れ替え（特に他社への）対応

各社HIS

データ取込

HL7形式

ソケット通信

データ受信

(B)紹介状管理システム

ゲートウェイ
ＤＢ

（Ａ）標準化ストレージ

病診連携

患者情報提供
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Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

実証実験：於：袋井市民病院
2008-12-05 防災訓練

a ５名の模擬患者にあらかじめ指紋認証USBに処方、検査結
果を入れて持参してもらう
`患者（あるいは付き添い者）からUSBを受け取り、指紋認証し、データ

が開くまでの時間：平均49.7秒
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Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

日本麻酔科学会：麻酔台帳2006
HL7で検査結果、患者基本を受け取る機能あり

a浜松医大病
院で利用中
`平成２０年６月

から平成２１年
３月までに約３
９００件の麻酔
申し込みを受
け取っている

`右の、感染症
情報はすでに
記載されてい
る.
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ファイルメ カと
SS-MIXとの連

携

aファイルメーカーか
ら患者IDを送ると、
患者ID情報、入院日
が自動で標準化スト
レージから取り込ま
れる

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

Information Flow at Adverse Event 
Report
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市販後有害事象調査

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

a手書きで医師が作
成

aしかしほとんどが
オーダシステムに
あるデータ

`該当薬処方歴

`併用薬

`検査結果



16

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine
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新型インフルエ
ンザ報告書の例

a黄色い部分は、自
動で取り込める項
目

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

日本は病院情報システム先進国

a電子カルテでなくても、オーダシステムで、処
方、検査結果は持っている

a大病院でのオーダの普及率

`日本は９０％以上、アメリカはせいぜい3割

a厚生労働省、経済産業省のプロジェクトのお
かげで、大病院の約半分で、HL7形式での
データ取り出し可能

`必要費用はせいぜい数百万

`データ形式がバラバラなら１～２０００万円
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病院情報システムから出すデータの標準化：
経産、厚労の事業などの結果、現在、標準機能として
HL7 v2.5でデータを出せるHIS機種

`富士通: FX（定期バージョンアップで対応）, GX
`NEC: 電子カルテ： HR, オーダ： AD v.4 以降

` SBS: Doctor-X, PrimeKARTE
`ソフトウエアサービス: e-Karte

a これらは2006年以降に出荷されており大中病院では、すでに50%以上がSS-MIX
に簡単に接続できる.

各社HIS
データ取込

データ取込

HL7形式
ソケット通信

データ受信

データ取込

紹介状システム、アーカイブビューア

ゲートウェイ
ＤＢ

SS-MIX 標準ストレージ

臨床研究ＤＢ
システム

データ配信

病診連携

患者情報提供

診断書、
ケースカード、
疾病対策
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時バックアップ標準化

標準化

標
準
化

定型文書作成支援システム

病院内各部門システム

標
準
化

CDA R2+HL7, DICOM

CDA R2+J-MIX

HL7v2.5 w/JLAC, 
HOT, 標準病名

標
準
化

各社HIS
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病診連携
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Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

浜松医大での
ストレージ運用

a標準ストレージ

`院内HIS情報

`院外からの情
報

a拡張ストレージ

`EXCEL, 
WORD, PDFな
ど標準的でな
い情報置き場

 

院内参照

SS-MIX
紹介状 

CD 作成

SS-MIX 派生アプリ 

医療文書

作成アプリ

 
標準化ストレージ 
(院内での情報用)

SS-MIX
ソケット

受信 

SS-MIX 提供機能

A 社製 電カルアプリ 

HL7 
編集・送

信 
HIS 側管理

データ群

SS-MIX
(紹介状 

CD 取込)

他医療施設へ 他医療施設より 

・SS-MIX 紹介状 CD 

・PDI 画像 CD 

 
標準化ストレージ 

(院外からの情報用)

 
拡張ストレージ 

※物理的に１つの標準化ストレ

ージで管理することが可能で

あるが、３つに分けている。

 

文書 XML

ファイル

 

手術 HL7

ファイル

SS-MIX 
アーカイブ

ビューア 
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標準化スト
レージファイ
ル構造

a患者ID
`年月日

⌧種別

aデータ
ベースエ
ンジンは
用いてい
ない

 
標準化ストレージ ルートフォルダー 

患者 ID 先頭３文字 

患者 ID ４～６文字 

患者 ID 

- 

診療日(YYYYMMDD 形式) *1

データ種別(OML-01 等) 

各種データファイル群

(HL7 ファイル) 

データ種別(ADT-00 等) 

各種データファイル群

(HL7 ファイル) 

*1 患者基本情報等の日付管理できない情報は診療日に 

「- (ハイフン)」を設定したフォルダーに格納する。 

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

IHE Interoperability 
Showcase

シアターからツアーへ PCD(care device)が拡大
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NHIN (National Health 
Information Network)

NHINにつなが
る５０以上もの
アプリ

あるツアーの最後
はFDA

中央にはNational 
Coordinator Office 
QAブース

Michio Kimura M.D. Ph.D.  Hamamatsu University School of Medicine

Final remarks 
with old sayings
a朝三暮四（列子）

`目の前の利得だけでなく、後の利得も
考える

`システム導入のソロバンは、そのシス
テムを使い終わるときまで分を考える

a君子和而不同、小人同而不和（論
語、孔子）

`君子は個性を尊重しながら、和すべき
は和する、小人は何のために合せて
いるかわからず、付和雷同となる.


